
保護者・地域住民との|),ＩＦ桃部会

『夛同力、才－しフナ＝学ニラI；交一づく Ｕ芝Ｅと7って＝．Ｌ－－て

研究の内容

１研究の方法

（１）研究の柱

・学校とluI1Ⅲ１１ＭＭ･との関わりノＪ・連携の方策について

・学校・］'どもたちがjll城の人々や保護者とのつながりを/|：み出す実践

・研究の成果のjlsイ「（情搬の発信も視野に入れながら）

（２）各部員が，ｆ１－校の実践（子どもたちの変容の様子，ｌｌＩｌｌｈＬｎ点，悩み等）を報告し，

それについて･lilifll交換・協議し，ｲﾘﾄ究を深める．虹季学jiW会では識liiliを招き理論

研究を１丁う゜１１↑|｢:識l1iliの先ﾉけ7に，常時ご助言．ご''二i導をいただく。

（３）保護者・地域との述挑について授業実践を通してｲﾘﾄ死を深める。

２実践発表と授業研究

（１）神金小「保,ｉｌＩｌｉ行・」{U域住民と関わりのある行旦|l:．ｉｉＭ)j」の実践発表

・菜の花プロジェクト，かみかねキッズおばなし会，４イＭﾐの総合的な学習の時

１１M「大豆をTl『てよう」の取り組み等の発表

（２）ｊｌ１雲小「保謎判・・jUl城性氏と提携した取り細み」の実践発火

・生活科における提l鵬おまつり広場，東雲祭の取り組み等の発表

（３）夏季学習会…授災案検討・」111論〃{究・臨地１Ｊ｢修

．Ⅱ'1論ＩＵ１先「判交と保誰者・・地域住民との連携について」

識liiliに'１１義□さん

・臨地l}｢修…「'１！｢光ljlil」「メルシャン勝沼ワイナリー」視察

（４）授業研究第１学年生活科「昔の遊びを教えてもらおう」

竹川由美子先生（三富小学校）

ねらい………○地域の向齢者から昔の遊びを教わり，楽しく遊ぶことができる｢．

○１１:からの遊びにはいろいろなものがあることを知り，昔遊びに輿

l1lミ・ｌｌＬ１心を持つ。

授業の流れ…令、で「じんとり」をする。グループに分かれていろいろな遊び（お

三Ｆ］ｉｉ・あやとり・きしやごとり・石けり）にl》|i戦する。感想を発表

し谷う“

児童の様子…ﾘllfifは，地域の商齢者から甘の遊びを教えてもらいながら，楽しく

遊んでいた。侍の遊びに典111ﾐを持ち，意欲|'|(｣にiiiliilil)していた。

（５）力Ⅱ納沿'１、「(!{Liil(kﾉﾊﾞ・・地｣攻住民を巻き込んでの取り細み」の実践発表

・有Illi物回収，花作り，地域のお年寄りとの交流の発災等

（６）岩手小「ｌｌｈ域や｡f:習文暖ボランティアの取り組み」の実ＩＩＬh発表

・絵画等の学習ボランティア，教科・特別活動への|/ルノハフIIL+手小太鼓等の発表

（７）勝沼小「保誰二%・・地｣或と提携した取り組み」の実践発表

・学習支援ボフンテイア，保育園との連携，」也域の施設を利川した取り組み等の

発表
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（８）後犀救小「係誰云(・・1111城と提携した取り組み」の災践発炎

，ＰＴＡｉｉｌＭﾘj，敬科・総合的な学習での関わり禅の発炎

（９）授業研究第４学年社会科「昔のくらし」

吉岡美奈子先生（玉宮小学校）

ねらい………○丁Ｗ<の祭りについて詳しく知ろうという意欲をもつ。

○どんど焼きの1人1容やいわれ，どんど焼きにこめられた人々の願い

に気づく。

授業の流れ…どんど焼きの組ごとの様子を発表し合い，どんど焼きの内容やいわ

れ蝉をlﾘ|らかにしていく。地域ｲｉ２住の術l1iliの｢;,Iiをビデオで聞き，ど

んど焼きにこめられた人々の願いをjll11Wする。

児哉の様子…児IOifは，lLl分が調べたことを分かりやすく発表したり，友だちの発

炎をllllさ，分かったことをメモしたりしながら意欲的に学習してい

た。iiMiliiliの話をもとに，地域の人たちの願いについて考えることが

できた。

成果と課題

１成果として

○授業ｌＪｉ先をj、して，保識者･や地域住民との連挑によって授業|ﾉ､'零や子どもたちの

興味・関心が深まることをりき感した。そのためにも，１１上(〔から保護者や地域住民

とのつながりを強くしておくことが重要であることが分かったr’

○授業での迎桃では，打ちｆＴわせを密にしたことで，ゲストテイーチヤーや講師に

授業の意図をしっかり'''111Ｗしたうえで協力してもらうことができ，ねらいの達成

につながった,，

○一部の特殊な技能をｌｌｒった人だけでなく，保護荷や地｣１Ｍ：１Ｍ《子どもたちを育て

ていると実感することができた。

○学校，保悲荷・ｊｌｌｌ城１１；民のｲI]ノ［に成果があるようなllILljIがIlt要であることが分か

った。

○それぞれの学校の!付色を生かした実践発表から学ぶことが多く，121校の活動に生

かすことができた。また，提携のﾉﾌﾞ法等についてのilil点も広がった。

○夏季学習会の苛敞Iiiliを'1{いてのHl1論研究は大変参考になった。臨地ＩＪ１修は，地域を学

ぶ良い機会となった。

２課題として

○保護者薑や｣11城ＩＭＭ｛|)9心を持って子どもたちの教育にＩＭ１１われるような環境づくりを

すること，’１々の教育11Ｍ)｣の'|'で継続した交流を図っていくことが大切である。

○保護二ffや地域(1;皿との１１Ｍ；を継続していくためには，教育ii1MLへの位世づけが必要。

また，内容をhIi逃することも大切ではないか。

○教師も地域にある素材に'三1を向け，体験的に学習していくことが大切。それによっ

て，地域素材のlllilllI〔や意'ﾙﾐをiI1:認識することができ，二「どもたちの教育に生かして

いくことができる。

○参川1校を１Ｗやし，さらにｌｉｌｆ報交喚を深めたい‐

成果物

○学習指導案２本・学習ワークシート○各佼の実践レポート○EI1論研究資料

（部長村川裕美）

Ⅲ 

1２２ 


